












































































































































































































































































































































































































































やがて私は古来日本人がそうであった様に、 『古文真宝』 『唐詩選』 『史記』などに親しみながら漢文の












ゆ。曹（植） 、劉（楨） 、鮑（照） 、謝（朓） 、李（白） 、












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































遂に迷いて復た路を得ず」という結末となったの 。その後も「高尚の士」がその地 探し当てようとしたが、病を得て果たす事ができ かった。
この作品は、哲学的詩風をたたえる陶淵明の作品としては珍しい説話的文章であると思われている。道
教的な理想を抱く詩人であるから、隠遁への憧憬の要素は勿論あるに違いない。しか それだけではなかったのではないか、というのが今の私の思 である。それ 、 「桃芲源記」に「中に雑樹無く、芳華鮮美にして、落英繽紛 り」 うたわれている桃花の林を、私自身がかつて自由に訪れた覚えがあるからである。あでやかに咲き誇り、絶え間なく散り敷く の花の道を ど て 至福の園へ幾度 通った覚えがあるからで る。その園に無限に広がる文学は私の喜び あり 陽光の中の未来に疑問は く、そこに来さえすれば私はいつも幸せであったのであ 。
しかし今、伊豆の蝉しぐれの中で幾度も浸ったその至福に、どうしたわけなのか今の私は戻れない。そ










































































































































































て引用したものである。中でも私の研究室の向かい側の研究室におられた岩本憲司先生には、ご蔵書として大切にしておられる『四庫全書』などの漢籍を拝見させて頂いた事もあった。なお本稿における陶淵明の詩文は全て、松枝茂夫・和田武司訳注『陶淵明全集』 （上） （下） 、岩波文庫、一九九一年に拠った。但し書き下し文については、一海知義訳注の後掲テキスト（筆者暗唱）に従い、改変した箇所がある。また本稿は陶淵明の全作品のうち、筆者の心の琴線に触れた詩 一部を取り上げている主観的な 章であり、陶淵明の主要な作品として知られるもの（ 「歸去來辭」や「五柳先生傳」など）を必ずしも取り上げていない事 お断りした 。
（二）日本近世史の尾藤正英氏は、荻生徂徠が流罪 身となっていた父の赦免に伴って江戸へ帰ったのが『徂徠集』などによると二十五歳の時であっ
たとされているのに、 『政談』では十三年間田舎にいたと書かれていて記述に齟齬があると指摘し、しかも徂徠自身が何度も二十五歳と明記している点が不審であると述べている（尾藤正英「国家主義の祖型とし の徂徠」 『日本の名著
16　
荻生徂徠』中央公論社、一九七四年所収。尾





































古来征戦幾人回」 （王翰「涼州詞」 ） 。
（十一）陶淵明 和胡西曹示顧賊曹（胡西曹に和し、顧賊曹に示す） の後半部分。三十九歳（四〇三年）頃の作とされる。
